
 平成２５年度 グッドジョブ運動 知事表彰 

＜カイゼン・成果部門＞ 

№ 1 

 精神保健福祉法に基づく通報文書作成における効率化を図る 

（健康福祉部 衣浦東部保健所健康支援課こころの健康推進グループ）

○ 当保健所の精神保健福祉法に基づく各種通報は年々増加傾向であ

り、平成２４年度の通報件数は１８２件と全保健所の約３分の１を

占めている。 

○ 各種通報に対する処理に際しては多くの文書を迅速に作成する必

要があるが、通報の増加とともに、書類作成における所要時間が増

え、記載誤りも多くなっていた。 

 

  

○ そこで、作成すべき文書の記載事項には重複する内容が多いこと

に着目し、対象者等の氏名、生年月日、住所などや医療機関の病院

名や住所などの情報を入力することにより、自動的に必要な各種書

類を作成することができる「精神通報関係文書システム」（エクセル）

を作成した。 

○ 同じ内容を複数回入力するという事務作業の手間が省かれること

により、従来のワードでの文書作成に比べて、書類作成の時間短縮

が可能となるとともに、記載誤りが減少した。 

○ 同じ事務を行う全保健所における利用促進を図るため、システム

の操作マニュアルを作成した上で、システムを提供した。 

１件の通報に対して、最大で３０種類の書類を作成する必要があり、緊急措置診察

等の緊急性の高い案件については、７２時間以内に作成する必要があるなど迅速な

書類作成が必要。 

〈 参 考 〉 

◇ 精神保健福祉法 

 精神障害者の医療及び保護など国民の精神保健の向上を図ることを目

的としており、都道府県知事の事務として、警察等からの通報に対して精

神障害者に係る診察措置、入院措置などを行うことが規定されている。 

 

 

 

○ 精神通報関係システムの概要 

 情報入力シートと、各種通知文書や調査書などの様式シートをエクセルの一つの

ファイルで作成し、氏名や住所などの情報が様式シートに自動入力されるようにシ

ートを連動させ、情報入力作業と文書作成作業を一括化した。 

 

 

 
 

【外部アドバイザーコメント】 

○ 県民にとって緊急事態への対応は重要であり、そうした事務を迅速・正確に行

うためのツールを新たに開発した点は高く評価できる。 

○ システムの利用による具体的な成果や課題をフォローアップし、システムの更

なる改善や普及を図っていただきたい。 

①個人情報シートに、

通報者、本人及び家族

情報などを入力 

②各様式のシート

に、個人情報シー

トで入力した情報

が自動的に反映さ

れる 

１件の通報に対して、最大で３０種類の書類を作成する必要があり、緊急措置診察等の緊急

性の高い案件については、７２時間以内に作成する必要があるなど迅速な書類作成が必要。 
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 平成２５年度 グッドジョブ運動 知事表彰 

＜カイゼン・成果部門＞ 

№ 2 

  飼料作物生産ほ場への電気牧柵設置などで効果３乗！  

（農林水産部 農業総合試験場畜産研究部養牛研究室）

○ 養牛研究室では、試験研究に用いる乳牛の飼料として、毎年、４．

２ヘクタールのほ場で飼料用トウモロコシを栽培し、サイレージに

調製して利用している。しかし、近年、場内にイノシシが出没する

ようになり、収穫直前のトウモロコシが被害を受け、収量が減少し

ていた。 

○ その結果、飼料が不足して購入飼料で補うこととなったことから、

イノシシによる食害被害防止によるトウモロコシの増産が緊急の課

題となった。 

○ そこで、職員の自力施工により、ほ場の周囲約１，３００ｍにソ

ーラー発電による電気牧柵を設置した。 

○ その結果、イノシシによる食害が減少し、トウモロコシ収量は年

間約１００トン増加して、購入飼料費を削減することができた。 

○ また、電気牧柵の設置により、収穫後のほ場を利用した野草によ

る牛の放牧が可能となり、ほ場を有効活用することもできた。 

○ 電気牧柵の効果が実証されたため、イノシシ被害に悩む養牛農家

にも電気牧柵の普及が期待できる。 

（購入飼料費削減額：約２１０万円/年（トウモロコシ増収分））

（購入飼料費削減額：約１１万円/年（野草による放牧分）） 

〈 参 考 〉 

○ ソーラー発電による電気牧柵 

 
  
 設置経費 218,250 円 
   
  電気牧柵資材 

  ・発電機、高張線、支柱 

   ・廃材 

    

 

 

 

 

○ トウモロコシ収量実績等の比較（平成２２年度～平成２５年度） 

                              単位トン 

 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

総 収 量 １０５ ８３ １８４ ２０４

増   減 △２２ １０１ ２０

平   均 ９４ １９４ 

  

○ 削減効果 

飼 料 購 入 費 の 削 減 要 因 効果額（円）/年 

トウモロコシ増収（年間約 100トン） ２，１００，０００

ほ場の野草を利用した牛の放牧 １１２，５００

合     計 ２，２１２，５００

 

 

 

【外部アドバイザーコメント】 

○ 電気牧柵の設置を外部委託ではなく、職員自ら努力して行ったことが大変すば

らしい。 

○ トウモロコシの収量増の実績や飼料購入費の削減効果が数値化されているた

め、取組の効果が分かりやすく、農家等への普及が期待できる。 

○ 他所属や県民の方が応用できるよう、取組内容（背景、工夫、効果のデータな

ど）を分かりやすくまとめて発信されたい。 

約１００トン増 
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 平成２５年度 グッドジョブ運動 知事表彰 

＜カイゼン・成果部門＞ 

№ 3 

予備機ＨＤＤを活用した手作業によるＷｉｎｄｏｗｓＸＰ等の更新対策 

（企業庁 管理部総務課電算グループ）

○ マイクロソフトによるＯＳ等（WindowsＸＰ、internet explorer6

及び office2003）のサポート期限が平成２６年４月に迫っているこ

とから、セキュリティ確保のため、所属内職員の一人一台パソコン

の要対策機（企業庁内２１２台）について、ＯＳ等の更新を行う必

要があった。 

○ ＯＳ等更新に伴う経費支出と業務への影響を極力少なくするた

め、通常は業者へ外部委託して行うＯＳ等の更新作業について、既

存のハードウエアを有効活用することにより、職員自らが手作業に

より効率的に行う方法を、試行錯誤を重ねて考案した。 

○ 具体的には、ＯＳ等の更新と、更新後に必須となるユーザー毎の

環境設定（各種業務システムやプリンタの接続設定等。従来は各パ

ソコンの使用を中断して実施）を併せて、あらかじめ予備ＨＤＤ（ハ

ードディスクドライブ）に設定しておくことにより、ＨＤＤを物理

的に交換することのみで対応できるようになった。 

○ この方法により、外部委託が不要となったため、委託料等が約３

３０万円（職員による作業も含めた所要日数換算では１９日）削減

可能となるとともに、パソコン使用者の業務中断時間も極小化する

ことができた。 

〈 参 考 〉 

○ 予備機ＨＤＤを活用した WindowsＸＰ等の更新作業の手順 

 
① 予備機でＯＳ等を更新したマスター機を作成  

 

② 別の予備機ＨＤＤにマスター機ＨＤＤの複製を

作成 

 

 

③ 複製後のＨＤＤにあらかじめ調査した要対策

機の利用者ごとの環境 （各種システムの基本

ソフト、ネットワーク設定等）を導入する。 

 

 

④ ③で作成したＨＤＤと要対策機のＨＤＤを交換  

 

○ 削減効果 

 
 

 

【外部アドバイザーコメント】 

○ 通常外部委託して行う「ＯＳ等の更新」を職員自らが努力して手作業により、

効率的に行えるよう取り組んだ点が優れている。 

○ 経費等の削減効果がグラフで具体的に分かりやすく示されている点も評価で

きる。 

○ 「試行錯誤」の経験は、今後の類似の取組の効率化につながる。そうしたプロ

セスも含めて具体的な取組内容やノウハウを幅広く発信することを期待する。 

 

 

交

換 

外部委託 職員自製 職員自製 外部委託 

  業者委託に係る作業工程 

  のうち、県職員が関与する 

  日数は、１９日と想定 

   契約準備１４日 

   マスター打合せ１日 

   マスター確認２日 

   所属日程調整２日 

  従って、受注業者に対して  

  全く一任できる期間は２７日 
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    平成２５年度 グッドジョブ運動 知事表彰 

＜カイゼン・成果部門＞ 

№ 4 

 Ｃ２（シースクエア）粉末の研究開発 

（警察本部 西枇杷島警察署）

○ 指紋検出の際に主に使用しているアルミニウム粉末は、吸着力が

強く、指紋を鮮明に検出できるが、①素材によっては指紋以外の部

分にも付着しやすい②飛散しやすく、現場を汚しやすい③採取後の

拭き取りがしにくい、などの問題があった。 

○ そこで、新たな指紋検出粉末を開発することとし、指紋の主な成

分である尿素と脂質に付着しやすい性質を持つ乳酸カルシウムに着

目し、色素を乳酸カルシウムでコーティングしたＣ２（シースクエア）

粉末の研究開発を行った。 

○ Ｃ２粉末は、指紋に付着しやすく、その他のものに付着しにくい性

質のため、①指紋の検出が容易である②飛散しにくいため現場を汚

しにくい③採取後の拭き取りが簡単である、などの利点がある。 

○ さらに、④色素をコーティングして作ることから、用途に応じた

染色が可能なため、指紋が付着している素材と対照となる色で粉末

を作ることにより、指紋が見やすくなるといった効果もある。 

○ 一部で試行しながら、実用化に向けた検証を行っているところだ

が、この粉末が広く実用化されればより効果的・効率的な鑑識活動

が可能となる。 

〈 参 考 〉 

○ Ｃ２（シースクエア）粉末 

 色素と乳酸カルシウム（コーティング剤）からなり、液化した乳酸カルシ

ウムを色素にコーティングし、粉体化した粉末。 

 ◇ 特長 

  ①指紋に付着しやすく、その他のものに付着しにくい 

  ②粉末が飛散しにくいため、現場を汚さない 

  ③拭き取りが容易 

  ④用途に応じた染色が可能 

 
 

    

  

  

    

 

 

 

【外部アドバイザーコメント】 

○ 鑑識業務を行う職員が、現状に満足することなく、更に効果的・効率的な業務

遂行につなげるための研究に取り組み、新たなアイデアを生み出した非常にすば

らしい取組である。 

○ 今後の本格的な実用化に向け、コスト削減など課題の克服や、科学的データの

整理・検証等を着実に進められることを期待する。 

愛知県警察本部  

鑑識業務研究審査会(H25.7) 

本部長賞受賞 

【 指 紋 検 出 状 況 比 較 】 ・指紋を鮮明に検出できる 

【 還 元 状 況 比 較 】 ・拭き取りが容易である 

左：アルミニウム粉末  右：Ｃ２粉末 Ｃ２粉末 拡大図 

アルミニウム粉末 Ｃ２粉末 
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 平成２５年度 グッドジョブ運動 知事表彰 

＜チームワーク部門＞ 

№ 1 

 不祥事再発防止のための職場内研修資料の作成 

（農林水産部 東部家畜保健衛生所）

○ 全庁において、平成２５年９月１２日から「不祥事再発防止運動

～職員一丸となって再発防止へ～ 」が実施され、全ての職員が主体

的に参加し、職員が一丸となって不祥事の再発防止に取り組むこと

となった。 

○ そうした中、本所では、職場内職員の不祥事防止に対する意識向

上のため、所属の全グループ班長を中心に不祥事再発防止チームを

編成し、各職場で議論するための職場内研修会資料を作成した。 

○ 資料の作成においては、広く公務員が起こしてしまった不祥事を

収集分析した上で、主な５事例を選出し、例示するとともに、活発

な議論につながるよう、それぞれの事例に対して「どこに問題があ

ったか」、「上司や同僚にできることはなかったか」等の問いを記載

するなどの工夫をした。 

○ さらに各事案には、収集した類似の事例や本人の悔悟の弁を掲載

し、さらに議論が広がるように工夫した。 

○ 資料を活用し、各グループで月１題程度を目安に、数ヶ月に渡り

継続的にグループミーティングを行うことにより、不祥事に対する

意識向上や職場内のコミュニケーションの活性化、気軽に話し合え

る職場の雰囲気づくりに役立った。 

〈 参 考 〉 

○ 不祥事再発防止のための職場内研修資料 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 取組による効果 

・ 新聞の回覧だけではなく、グループで話し合いをすることで、職場全

体で不祥事防止へ取り組む機運が高まった。 

 

【外部アドバイザーコメント】 

○ 職場全体で、一過性でなく、継続的にミーティングを行っている点は評価でき

る。 

○ 代表的な事例を基に問題提起する形にしたり、本人の後悔の弁を付けるなど、

工夫した資料を作成した点も評価できる。 

○ 不祥事防止は継続が重要である。今後も職員が関心を持ってミーティングを続

けられるよう、例えば、倫理的な問題事例や、各職場の業務に沿った独自の事例

を取り上げるなど、運営や資料をさらに工夫されたい。 
 

 

日頃から問題意識を持ち、新聞

記事等を収集分析 

その中から主な事案を選定し、

例示 

議論の幅を広げるため、類

似事例を記載 

事案に対し、ミーティング

での活発な議論を生むため

に、質問を提示 

不祥事防止の意識付けの

ため、本人の悔悟の弁を

付記 
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